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今 年 も あ と 少 し で 終 わ り を 迎

えようとしています。今年も色々

なことがありましたので、今年の

ニ ュー ス レ タ ー の 締 めく く り と

し て１ 年 を 振 り 返 っ てみ た い と

思います。  
 
今 年 の 初 め は 去 年 か ら の 団 交

案件が３件ほど続いており、いず

れも重たい案件でしたが、何とか

解決することができました。団交

で円満解決するには、やはり会社

側 も全 く 譲 歩 し な い とい う わ け

に はい か な い と い う のが 実 感 で

す。去年も団交案件が多かったと

いう総括をしましたが、今年は去

年以上に多かったです。１回、２

回 の団 交 で 解 決 に 至 った 案 件 も

あれば、未だに解決に至っていな

い案件もあります。１回目の団交

で 会社 側 が 労 働 者 側 の勤 務 態 度

が 悪い こ と を 具 体 的 に指 摘 し た

ところ、その後団交申し入れが来

な くな っ た と い う 案 件が あ り ま

したが、かなり珍しいケースだと

思います。今年の１２月は特に団

交が多かったです。労働組合も何

と か年 内 に 団 交 を 入 れて 欲 し い

と要求してきましたので、その結

果 とし て 多 く な っ た のか と 思 い

ます。いずれも来年に持ち越しに

なってしまいましたが・・・。  

弁 護 士 が 団 交 に 出 席 す る こ と

については、色々考えがあると思

いますが、最近は出席することだ

け でも 意 味 が あ る と 思っ て い ま

す。それは、組合が「不当労働行

為だ！」と間違ったことを言って

も 対応 で き る と い う こと も あ り

ますが、私としては会社に交渉に

集 中し て も ら い た い とい う 思 い

があります。せっかくの交渉の場

ですから、会社の思い、考えてい

ることを労働者、組合にぶつける

のもありだと思います。よく全部

弁 護士 に 任 せ た い と いう 会 社 が

いらっしゃいますが（気持ちは分

かります）、せっかくの機会を逃

すのはもったいないと思います。

労 働組 合 は 攻 め る の は得 意 で す

が、守りにはあまり慣れていない

ので結構効果があります。難しい

かもしれませんが、そのくらいの

気 持ち で 団 交 に 臨 ん だ方 が 良 い

結果につながると思います（もち

ろん限度はありますが）。  
 
原告から「和解はしない」と言

わ れて 和 解 が 難 し い と思 わ れ た

事件も、なんとか和解により終了

することができました。和解は粘

りが大切です。証人尋問前に和解

できなくても、証人尋問後、判決

が出るまではトライし続けて、原
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告 本人 に も 裁 判 所 に 来て も ら っ

て、何にこだわっているのか聞い

てもらったり、思い切った金額を

提 示し た り す れ ば 和 解で き る は

ずです。裁判官から「その金額で

は無理でしょ。」と言われていた

金額を、無理でも一度提示してみ

て くだ さ い と お 願 い して 提 示 し

てもらったところ、あっさり和解

できたこともありました。  
 
今年の終わり頃には、休職期間

満 了に よ る 退 職 の 効 力が 問 題 と

なり、審理に２年以上かかった裁

判の判決がありました。結果は、

会社がほぼ勝訴で、とても良い結

果でした。この案件は、私も休職

に 入る 前 か ら ご 相 談 を受 け て い

た案件で、会社の担当の方と相談

しながら進めてきて、最後はやむ

な く休 職 期 間 満 了 に より 退 職 と

した事件でした。残念ながら裁判

になってしまいましたが、当初か

ら 関与 し て お り 内 容 も把 握 し て

いたため、裁判での主張立証もや

りやすかったです。自分が関わっ

ていただけに、判決を聞いて嬉し

い とい う よ り も ホ ッ とし た と い

うのが正直なところです。  
こ の 事 件 で も 改 め て 思 い ま し

たが、会社側で労働事件を扱う弁

護士としては、できるだけ早い段

階 から 関 わ る こ と が 大切 だ と い

うことです。弁護士から内容証明

が来た、裁判を起こされた、労働

組 合か ら 団 交 申 し 入 れが 来 た と

いった段階でご相談を受ける、受

任するということも多く、そのよ

うな場合でも、知識や経験を駆使

して、可能な限り会社に有利な結

果 にな る よ う 努 め る のは 当 然 で

す。しかし、材料が豊富にそろっ

ている中で料理をするのと、ほと

ん ど材 料 が な い 中 で 料理 を す る

のでは、全く違うと思います。材

料を用意する、下ごしらえをする

と いっ た 段 階 か ら 弁 護士 が 関 与

することによって、選択肢も広が

りますし、強気に出られることも

多くなると思います。  
最近は大企業だけでなく、中小

企業も、労務リスクを意識するよ

うになってきており、日頃から労

務 管理 に つ い て ご 相 談い た だ け

るようになってきたので、大変良

いことだと思います。  
 
さて、私共の事務所も、今年か

ら 名前 を 変 え て 業 務 を行 っ て き

て、「杜若」という名前もだいぶ

浸 透し て き た の で は ない か と 思

っています。今年は（正確には去

年の１２月末ですが）友永弁護士、

樋口弁護士もメンバーに加わり、

人 員と し て も 体 制 が 整っ て き ま

した。来年もスピーディーで具体

的 なア ド バ イ ス が で きる よ う 心

が けて 参 り ま す の で 、引 き 続 き

「杜若経営法律事務所」をよろし

くお願い申し上げます。  
それでは皆様、良いお年をお迎

えください。  
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